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第 2報 対話型被服寸法設定システムの設計
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被服図形の合成則に閲する研'先の第 l 報1)では，被Jl~図
形の正準な記述をコンビュ-9，システムに与えるため
の数理的な基礎理泌を検討し.それに基づいて CAPS
(Computer Aided Pattern Synthesizer)システムを
設計した。このことによって得られた彼服型紙設計に必
ける主たる成果は.型紙設計を単に型紙の外事s紛iの決定
に留めないで，外郭紙lの内部領歯車に含まれる倒的報を含
めて設計することができるデザイン ・システムを設J十し
たことと，これに数埋的なJ島礎理J命を与えたことである。
本論文はこれらの悲E経理諭を応用して.コンビュータ
ンステムに儀nf;l型紙設日十で必要な彼服寸法をデザイン展
開に応じて段階的に設定できる一貫した手法を確立する
ニとを目的としてこのM:nf;l.t法設定過程を意思決定過程ー
と考えることによって被服デザイナーが利用できる被服
寸法設定のためのな思決定システムのコンビュ ター ・モ
デルを提案する。
被服型式の裂図における住民服寸法の設定に怠思決定シ
ステムを持入することによ って得られる主な手J].凸di，被
月比Utrj十量生粧の各段階で被服デザイナーがコンピュ-9・
システムに支媛きれながらI<&:Rfl寸法の設定に閲する実験
的な娘作を迅速におこなえるという点である。
この平Jl!:を応用すれば，各やE各憾の既存の型紙製図法
や彼R&の同君JJ ごとに倒 gJjに必定されている佐々な被服~
関.t法の組合せに対して.彼Jl&図形の合成I!IJをー貸した
手法で柔軟に適応できるコンピュ-7'・システムを.&.t
できる。また被服製図寸法に伴う命ゆとり量。の被服デ
ザイナーによる設定に対しでも.これを一同の怠思決定
システム としてコンビュータンステム上に記述できるの
で.被Jl日デザイナーは，被Ilf，没J十の各段階でンステムt!A
作変数を過してコンビュータシステムの支援の下で実験
的な操作をおニなうことにより所要の恥ゆとリ掻'をも
った被服型紙のilEj十を段階的に達成できる。
本論文ではまず被服製図寸法の設定のための yステム
娘作変数を州HIするために従来からおこなわれている被
服型紙作成法の代表的な例を後械設計システムの機能的
な筏点から分析する。っき・にこれらの結来を法に被服寸
法の設定に伴う被服図形のシステム内での状態遷移を記
述するために第 l報で得た結来を適用し.つぎに被服寸
法のための意思決定システムを形式化する。これらの理
請を繕認するために， CAPS"，ステムを拡蝦し，基
礎的な検証実験をおこなった。
問 題 の定 義
一般に品物を裂作するときに利用される製図に1;1，品
物の各部の形状と寸法とを正確に記述する必望書がある。
被服設計においてもこれと同僚のことが必裂であり，彼
R&製図寸法の設定は彼Rflデザイン給*の成否を支配する
重要な設計肉子である。第 l報においては主として被服
図形の形状に対して数理的な記述法を従楽したが.彼服
寸法の設定に附しては言及しなかったので，本必文では
この問題に対するシステム記述法を第 l 級の).~礎的理諭
にJ走づいて従事長する。
本研究では.被服設計i的段で被服デザイナーがおこな
う被服寸法の設定過艇をぷ思決定システムとしてとらえ
これをコンビュータ・システムの内部表現として記述で
きるように形式化をおこなう立場をとる.
このためにンステム記述に必要なンステム操作変数を
現行の被服製作で使用されている被服寸法の必定子段か
ら理論的恨拠に法づいて始出する必~がある。
次節では現行の代表的な被服寸法のs没定手段213川}引を
システムの機能的悦1ー から慨鋭L.っき'にこれらの結*
を法にシステム操作変数を定義する。
???
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彼1&1製図，j-法のJ島本設定基準
衣服設計の最終目燃は着用者各人ごとの彼1&設計要求
を満足する彼般を作製することにある。被服寸法の設定
l刻して.この問題に対する最も直接的な解決手段は，務
用者各人かもしくは人台に直接に被服材料をあてがいピ
ンとクリップで被服材料を所望のデザインに造形し.造
形に不必要な被服材料は切り取ってゆく手法である。ニ
の予法はドレーピングとか立体裁断とか呼ばれ，被服デ
ザイナーに務用者側人の被服設計要求に応じるために必
婆な最も大きな内巾J立を与えるものである。
これらの理由から，工業用や商用の元型紙('?スター
.バターン)のほとんどのものはこの手法によって作成さ
れている。また歴史的にも絞も早くから用いられていた
彼lI&lt.成法である といわれている。
このドレーピングによる被服の作成手法は，被服型紙
を裂図するのに必要となる着用者の身体各部位の測定と
いう観点からも.被服製図寸法の設定という観点からも
最も優れた手法であり. ドレーピングした結巣.人体や
人台上に作成された被服を・ド而に展開するだけで，所望
の被服設計要求を満足する被服型紙が得られ.同時に，
被月院の裂図寸法も決定できる。ところが，この手法li被
服デザイナーの研澄まされた鋭い芸術的な感性と，多く
の経験に J，~づく手法であり ，この手法と同ーの作業をす
るコ ンピュータシステムを情成するには.未解決な問題
があまりにも多すぎる。しかしながら，この手法によっ
て被服デザイナーが活用者各人の被服設計要求に対して
どのような法本f上僚を暗黙の内に与えているかを検討す
ることは.彼服‘j法設定に対するコンビュ-)'・システ
ムのシステムJ喜本仕微を与えるうえでi1l;要である。
ドレーピングがおこなわれる活用者の人体も人台t.
またドレーピングして出来上がる被服も，いずれもその
耐而はli由曲而であり微分幾可学的観点からは平面に展
開可能なIlb耐iではない。人体や人台上の彼服が平而に展
開可能であるためには被服が造リ出している曲面が，何
らかの下l立で展開的変形を受ける必要がある。
ドレーピングをおこなおうとする被服デザイナーは，
ドレーピングをおニなうがjに何度も使用する被服材料を
着問者や人f?に垂下げて，いわゆる被服材料のドレープ
特性を鋭架することから始まる。これは‘子l而である被
!被材料で所望の彼1I~拘面を造形できるかどうか推断する
ためになされる作業だといわれている。このことは，使
用する被服材料が上認の展開的変形を達成できる所要の
物理的特性を持っているか否かを被服デザイナーが経験
と感性とでもって非数値的に推測していると解釈するこ
とカeて'きる。
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この論文は彼服材料の自由曲面での物理的特件ーを必じ
ることを目的としているわけではないので.これ以上の
言及はおこなわないが，自由曲面上で被服材料が受ける
大変形に対する有力な理論が現花のところ無いので6:
上記の}J法をある程度谷認せざるをえない。
つぎにピンと鋲を聞いて被服材料を人体や人fiUこ造
形して被服を作成する。被服材料に鉄を入れて切り聞く
作業は1jl.純にデザイナーの造作作業にすぎないと解釈す
ることはこの場合には過当でなL、。この作業も被!恨のrlb
lriiに展開的変形を与える作業の一種と解釈できる。そし
てまたピン使って作り出した彼服と人体のIlfに生じる空
間を悦祭によって推断し，立体的な観点から，いわゆる
彼服の。ゆとリ冠勿を調整し余分なZE問を鉄を開いて除
去する。きて， ドレーピングをおこ主っているデザイナ
ーは. しばしばドレーピングの途上で活用者にいろいろ
な動作をおこなうように指示することがある。この作業
も彼1&が必用者の動作を不必要に拘束する ζ とがないよ
うに注窓を払うための作業でありこれもー純の立体的な
喚ゆとり最'の高司盤作業である。
もちろん被服デザイナーは夏には夏li，]きの被服を，冬
には冬ri，]の被服といった季節に応じた被服を作成する。
ニれは季節に応じた被服を作成する。これは季節に応じ
て被服材料や身体の~:H面積や被)j日と人体との IIIJの空間
帯1などを変化さすことによって達成されている。これは
デザイナーが暗黙の内に衣服の熱絶縁他刊を舵乏して被)j&
を設計していると解釈できる。
いままでの議論から明らかなようにドレーピングの作
業を泊して衣服デザイナーは立体的観点から被服の機能
仕械を総合的に推断し暗燃の内にそれらの仕様をi筒す作
業を紋終的には遂行して彼版寸法を設定していることが
わかる。
これらはつぎのように要約できる。
01 :必用者側人の体型を被服寸法の設定の第 1}，~W， と
する。(1i用者側人ごとにドレーピン グをおこなう。)
02 :被J日材料の物性物理的な特性や被服の生体コニワ:的
な評価をして 3次元的なホゆとり量仰を被服‘f法に加減
する。
03: ;着用者の好みや流行などの意匠的観点から. 3次
元的な柄ゆるみiどを被服寸法に加減する。
きて. ドレーピングとは別に被服型紙を作製するため
の多極多機な子面~図法が存在する。これらは数ヶ所の
身体部位から採、Tした数値を基に，これらの数値を経験
則に従って重みづけをして， ドレーピングで得られる
*ゆとリ最々を推定しながら製図に必要な点列を算出す
る手法である。出来上った製図を)~に彼服材料を紋断し
( 2 ) 
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これを仮縫いする。そしてぷ作した被服を着用者にぷ清
させ，不都合な部分を補正する。この補正作業t;l数J交に
及ぶこともある。 ζ のようにして最終的な被IJ~型紙が出
来上リ，最初の型紙を~関する際に試算されていたやゆ
とリ Eγ がこの時点で硲定する.
この平面製図法にJliSづく彼sfl.寸法の設定には問題点が
あるがそのいくつかを，点すとつぎのようである。
(1) 製図の基準として用いている保寸値が測定される
身体部位の組合せに統 一されたものがなく ，平l商製閃法
の名fJ式によって異な っているものが多い。
(2) t.ii-tfl直に対するmみづけが各製図法で興ーなってい
る。
(3) 製図に必要な点列の多くは算出されるかもしくは
製図途上で勘で推定されるので.5;t悶寸法の変更は容易
ではない。
(4) 被服の粍別によ って必袋寸法の組合せが具なる。
(5) "ゆとり量"のぷ定似拠が白明でない。
しかしながら本治文はこれらの問題点を解決できるよ
うな統一的ないわゆる半前i製図法を提案することが日的
ではなく ，これらの問組点に対して彼服図形の合成制を
一貫した予法で柔軟に適応できるコンビュータンステム
をぷ"↑するために，被sI1のデザイン展開に応じて段階的
に被n~~図寸法を y ステムにとリこむ万法を悦突するニ
とて・ある。
このような観点から 1:，;己の問題点を要約すると，
P 1 : .{1衣者各人の係-tf~[ をもとに裂図、f法の法櫓偵を
設定する。
P2;*ゆと り最"をJ止iU在に1J目減する。
P 3: (P2)の結*に各H(のスタイルの;芯匠を実現するた
めに*ゆとり量。を加減する。
以t述べてきた 2つの例t;ll悦砲的な被服寸法の設定方
法の例であるが， ドレープに閲する分析結果D1. D2. 
D 3. と平il製図に関する分桁結果PI. P2. P3はほぼこ
の順序で対応関係にあり司 '1ぽ e致している。このこと
にn;づいて被服裂凶寸法の必定に対するぷ本ぷA)，I;i1Iは
つぎの3点に要約できる。
(l).{j用者各人の身体古1{立からの線、tfl直にもとづいて，
)，1; iV'となる恕図・「法(被1I日寸法)をJ設定する。
(2)被服の機能的な性能に)，~づいて"ゆとり量'を加減
した裂図 寸法(被服寸法)をa設定する。
(3)活用者の審美的要求を以映した:意匠的観点から~図
J法(被服、l'法)をぷAする。
以上の(1).(2). (3)に法づいて被服型紙製図において作
り出される点事IJを以後そilぞれ. )，~ r供点列，機能点列，
お よび，G.佐.~Ø"IJ と呼び， 九• PI. p，で表わすことに
( 3 ) 
する。さらに. ドレーピング手法による被服ZEJ十も.平
而製図による被服設計も共に実物大の試作品を一度作っ
てみなければ作品の最終的な形状や寸法が確定できない
という点である。もし住宅設計において住宅を設計図ど
うりに一度建ててみなければ住宅の形状や寸法が確定し
ないとしたら設計図やそこで用いられた設計理論ti無意
味なものといわざるをえない。しかしながら前述したよ
うに，被服設計においては現在のところこの実物大によ
る試作を篠認しなければならないという科学的根拠が有
るともも、える。
この|問題に対するひとつの解決策は彼服設計の各段階
でコンビュ-7・シミュレーションによる実験的な操作
を導入することである。そこで本論文では被服デザイ ナ
ーがi生続して必こなう 被服寸法の決定する過程を.ひと
つの窓思決定過犯としてとらえることにする。
被服寸法設定のための意思決定システム
被服デザイナーがコンピュータ ・システムと対話を通
して被服設，.1"をおこなう ときにえられる利点には.被月E
設計過程の利l々な作業ーをコンビュータに代行させること
によって設計過程を簡略化でき，このことによって， 被
服デザイナーが治用者側人ごとの被!仮設計要求を満足す
る被服を迅速に設計できる点がある。
現イ正被 ij~デザイン分野ではデザインが多何多様主新し
いデザインへ忽.1症に変化し，そのたびにいろいろなデザ
イン手法が出現する.この急激な変化に迅速に追随でき
る自動化された被服生斥システムを設，01する社会的要求
む大きい。
しかしながらがj節までに述べてきたように，被服デザ
イナーの全ての作品業をコンピュータで代行させるには，
攻作。までのところJlR，ia的な 1，~繋がト分には解明されてい
主L、。そのため税伐までのところでは，コンビュ-7・
システムは被服デザイナーが被服nE‘;十過fi'で必こなって
いる設;十のためのぷ行錯誤を迅速に完遂できる予f1を，
佐wする形で彼II~デザイナーの被1Jf!;t;t汁を:ldì1する方法
しか持 ちあわせていないといえる。
このことは被IJ日デザイナーがおこなっている被服寸法
のE没定手段においても['iJ僚になリたつことがこれまでの
議議で明らかである 。 すなわち被Il~デザイナーかぷ定す
る被服寸法!i)，1;本的にはぷ作し.活用者にぷ者させた後
でしか.仮定できない非決定要素を含んでいる点である
また式作や"式 ~Víが杵きれない i筑波服では経験 HIJ を俊光せ
ざるをf専なL、。
したがってコン ピュ-7・システムに被服、l法設定i!!1
位を遂行させるためには，デザイナーに実験的操作を詩
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した意思決定システムをサズンステムとして編入するこ
とが必要であるt}
1.被服図形制御点列
さて被服図形の外郭線は第 l報においてつぎのように
定義されていた。
くOUTLINE>:. = <POINT><LINE>(INCIDENCE> 
さらに，この定義に基づいて被版図形の基底接続代数
系QI;l:被服図形の幾何学構成要素が点P線Lおよびイン
ンデンスOの3つ組で与えられる。
1) Q= (P. L. 0) 
で表わされていた。
前節において述べたように被服デザイナーの設定する
製図点列には，基準点列Po.機能点列P，.および意匠
点~IJP.の3種類のも のがあった。コンビュータ・シス
テム内では作図関数によって作り出される作図上で補助
的に使用される点列がある。この点列を製図補助点列と
H乎ぴ九で表わすことにする。この製図補助点列P3はシ
ステムによって作り出され被服デザイナーにとっては直
接には設定することができない点列である。したがって
システム内には 4 種類の製図点列すなわち基準点~IJ九，
機能点列P，.ff匠点~IJP， H よひ・製図補助点列 Fろが存
在する。
作図関数はこれらの製図点~IJ を使って作図をおこない
被服図形の外草1総を作り出す。異なった製図点列を用い
ると当然異な った形状の被服図形が作図される。すなわ
ちこれらの製図点列は作図関数の作図作用を制御する働
きをもっている。この意味でこれらの製図点列を被服図
形制御点列とよぴ，それらを総称してπて・表わす。
ニこてー
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???ー?
。
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3) OCI!'2xL 
とすれば， i制Ji制変数 πによって表わしうる被服図形は
4) Q= (π2 L， 0) 
で表わされる。
また一般につぎの関係が成立する。
5) P.'iaP，'2P，);P，Cπ 
6 ) Card (P.)孟Card(p， )~Card ( P，)孟
Card( P3 )<Card (π) 
7) Po→Pl→P2→P3 
2.被服寸法設定のための意思決定システムの形式化
被服デザイナーが被服寸法を設定する過程を意思決定
ンステムとみたとき，怠思決定者は被服デザイナーもし
くは消用者であり， システムのプロセス対象は被服図形
ij~ 学
(被服型紙)である。 このときのシステム操作変数は，被
服デザイナーがシステムとの対話を通してシステムに入
力する基準点列P. 機能点列p" および意匠点列 九
である。これに対して製図補助点列p，は被服デザイ十ー
が直接には操作することができないシステム内部の出力
であり， システムの制御下にあるいわゆる被制御変数で
ある。
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図ー 1 Oberview of the Decision Model 
for the dimensions in garments 
図-1はこのときのシステムの概略悶を示したもので
ある。
このようなシステムモデルを形式化する利点は，被服
デザイナーがシステム操作変数 Po，Pl， P2に数値を
与えてシステムに投入し，システムから得られた被服図
形の被服寸法を評価して再びシステム操作変数に対する
{直をシステムに投入する過桂を第 l報で述べた被服図形
の正準な記述形式を適用する ことで，システムの内部量
による表現に変換できる点にある。このことによ って，
被服寸法の設定に伴う被服デザイナーの選択行動を定量
化する指針を与えることができる。
そこで第 1報で述べた被服図形の基底接続代数系を，
被Illil.寸法設定のための意思決定システムに伴う被服図形
の記述に適用しよう。
2. 1 直列型被服寸法設定システム
前節までに述べたように被服デザイナーのおこなう被
服寸法の設定過程は基本的には 3つの段階すなわち，基
準点亨IJPoの設定，機能点功lPlの設定，意匠点更/jPzの
( 4 ) 
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設定に分解して考えることができる。したがってシステ
ム内にはこれらの各段階に対応した 3鰻頬の被服図形が
存在することになり. これらはつぎのように表わされる。
( QO=(仇(Po)，1.0， 0' ) 
8) l QI=(骨I(Pi)， 1.0， 0・)
l Q2=( <T2( P2)， 1.0， 0っ
このときゅ0，(/>1. <T21i 
9 )ふ P，2→ p， i=O， 1， 2 
なるl鶏数である。
ただし，ここでは後椴寸法の段階的な設定にともなう
被版図形の記述を論じているのであ るから，Q=(PI， 
L，O)において，ラインタイプL必よびインシデンスO
li不変とみなし
10) Card(只)=Const.
とJfえられるから.上記の3つの式は一時的に
11) Q; =(世，(P，).L，O) ・0.1.2
と担H ことができる。
またこのとき.システム内で各段階に応じて出力され
るl:!図補助点列 F干し・o12) liつぎのようである。
12) 月=).，(Q" p， i) ，.0.1.2 
ただし P-，=1φ! 
図-2はこのときのシステムの状態を図示したもので
ある。これをui列型被服、J'法設定システムと呼ぶことに
する。
2. 2 対話型被服寸法段定システム
前節においては. システム内での被服図形の.1f!.i主を，
ltnaデザイナーが寸法tdt主主を基準点夢IJ，機能点亨IJ. 怠匠
点ダIJの順に展開したときの順位に従って与えたが， 一般
には儀服デザイナーの怠思決定がこの順位で進展する と
は阪らなしむしろシステムが出力した被服阿形の.A寸断
を伴う実験的操作では， これらの順位の純々な組合せで
何回も式行錯誤がおこなわれるものと考えられるT
図-3はこのような状況の下でのシステム状態守表わ
した慨略図である。
r白人「θ
図-2 Transition Diagram for a Noninteractive 
Computer Decisim Model for the Dime-
nsions in Garments 
(5 ) 
この場介の怠思決定 y ステムの状態はつぎのようであ
る。システム内のltlJ/i!図形の集合を
13) ~ = IQ ， :O 三五 1 ~玉 21 
と苔〈。
システム内の傑作変数の機鎖を
14) C= ISj: O~玉]孟 ml
ただしSjEIPi: 0孟i孟 21
と書〈。
このときシステムの状態は
15) f: C→~I: 
として
16) f (si， Qj)=QK 
ここでO孟i孟m， 0話j，k孟 3
で表わされる。
伊jえI!. t:!iJ 3において
(1)被I/i!デザイナーが操作変数日によ ってシステム内の
被服図形を Qoから QIへ遷移させた。
(2)つぎに操作変数日によって彼!Jfi凶形を QIから Q2へ
遷移し
(3)これとは耳Ijに/p" P2を操作して被服凶形をQOから
Qzへ遷利した。
とする と， b~から (1)， (2)， (3)は
17) f (PI， QO)=QI 
18) f (Pz， QJ)=Qz 
19) f (瓦予'z，Q川=Qz 
となリ
-ー司、
20) f(PI， f(Pz， Qo))=f(PIPZ， Qo) 
が成立する。
したがってこの場合Qoから Qzへ被服1.]形を遊移させ
/ー、ー、
るには， (1). (2)の子1頃をE青まな くても.いきなリ p，pz 
をシステムへ投入するだけて-Qzへ澄移てeさることを示し
ている。第1報て・述べたように点9IJPI;tベルトルて与え
らJしているのて'Plpzl;t容易に得るニとがで与る。
関数 fは，被Ilfiテザイ十ーがKfl'変f，(だけをt'd乍する
図-3 Transition Diagram for a Interactive 
Computer Decision Modcl for the 
Dimensions in garment 
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だけで，コンビュータ・システム内の任意の状態にある
被服図形を出力させることを保証しているのである。
このようなシステムを対話裂被服寸法設定システムと
呼ぶことにする。
3.意思決定過程の評価基準について
被服寸法設定のための意思決定システムに関する珪論
1. ある意味では被服デザイナーや着用者の行動に関す
る理論的基礎を与えるものであるといえる。したがって
意思決定の基準は評定者の行動給来を具体的に定量化で
きるものでなくてはならない?
前節で示したシステムモデルでは，被服デザイナーや
，ff用者などの17.思決定者がどのような意思決定権機で.
システム出力Qを;干!面しようとも，それらはシステム内
での被服図形の遷移として反映されるので.おのずとそ
れらの問に順序関係が定義て'きる。しかも本システムで
は.被服寸法の決定に際し)$;本的機能ごとに別却に彼版
図形のシステム内での表現が与えられているので，被服
デザイナーがコンビュータ ・システムを通して干是々にシ
ステム操作変数を操作して被服寸法の設定を確定した後
でも . これを着用者の体~に基づく評価，被服機能に法
づく坪1面.被月fU!:匠に)，~づく評価とに分解 して解桁でき
る。
このように被服デザイナーがシステム外部でおこな う
やE有な被服寸法の設定に関する評価とは独立に. ンステ
ムが被月fH法の設定にNするJ企本的な機能別の評価)15i1.
を持っているため被服デザイナーの意思決定過粍を. Uj 
，dl~にシス テム内か らとリ f.; し . n干filすることヵeできる。
実験および結果
前述したンステム:f1lI;tl命にJ島づくコンビュータ・システ
ムを情成するために.ザI1報で設計したCAPSシステ
ムに.本，;歯文の式9.A12.式13-式16に相当するルー
チンを設計しこれに付与し.CAPS-80システムと命
乞した。
CAPS-80システムのハードウェアはグラフィ yク
.ディスプレイ ・ディ 7トップ ・コンビュータ(ソニー
.テクトロニクス4051型)である。
CAPS-80システムiJCAPSシステムと同様に被
IlfIデザイナーが特定のプログラム言語を知らないでも，
y ステムのファンクション ・キィーとジョイステックを
1定期するだけで y ステムと対必ができるように投討され
ている。
3つのファンクションキィーがシステム操作変数のそ
れぞれに'~11Jf寸られている。それらのうちのひとつは，人
f.j:" !-iHI!lI(を中心としたJ左犠点列 POを入力するためのもの
sJl 
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であり，ひとつは機能点列Pl.他のひとつは意匠点列P2
を入力するために使用される。
コンビュータ・システムで意思決定ンステムを実現す
るためには，コンビュータと被服デザイナーとの聞の情
報の授受を迅速かっ正確におこなう必要がある。このた
め本実験では，特にコンビュータ・システムの表示画面
(STORAGE CRT)に被服デザイナーが被服寸法の設定
をおこなうためにシステムに指示する手順に従ってシス
テム情報を間像情報に変換して出 し.被服デザイナーを
設計作業より -Ji'l容易に進行できるよ うに設計した。
式16に従ってシステムli，彼月Eデザイナーが設定した被
服寸法に法づいた被服図形を表示岡面とディジタル ・プ
ロッターとに出力する。
しかしながら本システムのディジタル ・プロッターは
実寸大の被服図形はその出力範聞を飽えるため出力でき
ない。したがって前述したコンビュータ・システムの出
力結果を予約用おもしくは人台に試省させて，その評価を
基準にして再びコンピュータ・システムで被服寸法の設
定を検討するという意思決定システムにJ圭づく実験的操
作をおこな うことができなかった。
そニで本実験で1. 人体計調IJ他に格づいて設定される
基準点列 P. と式 16で与えられる~思決定システム内で
の被服図形Q，との|品l係について笑験を必こなった。
5経験の主たる目的は，式11においてライン・タイプ
LおよびインンデンスOを一定に保ち.)，~憎点亨IJ/POのみ
を変化させたときに式16による出力はいかなる影響を
受けるかを検討することにある。
この実験li被Mh!-t法の設定におけるIT:忠、決定システム
を倹証するには極めて限定された実験であるが，前記し
た理論:<¥1立金て検証でき る実験となっている。
実験に使用したライン・タイプとインシデンスは第 l
報の表-2に示したインシデンステーブJレと同一であり.
実験中はこれらを悶定した。
製図に使用する点列は基準点列P。と式12による製図
補助点列F唱のみを使用した。
ンステム内での製凶補助点亨IJPoの発生には，第1報で
ilf用した{乍[:;<1i~ít):よりもよリ多くのものをシステムに，
組入れこれを用いた。ただ実験中liCard(円 )は固定し
マ.~。
図-4 li).在地点列である身体測定値をシステムに打入
するために必示される正面およびn耐のモデル図である。
被服デザイナーli. いづれかのー而をジョイステックで
選択する。
図-5.図-6はシステムがサ ポートできる式 8.
式 9の関数IPoの内容を画像で表示した-f列である。こ
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れらも.被服デザイナーが.いずれかのモデル闘をジョ
イステ yクで選択することによって. 図ー 7，8， 9な
どで例示した身体部位に相当する採寸値を入力できる。
彼nfiデザイナーは必要に応じて身体部位の組合せを.
図ー5と図-6との中から向自に選択してシステムに入
力することができる。
尖験は24仔IJについておこなった。回一10-12はその例
である。ただし入力した1*寸部f立は第 1報の表 lに従っ
た。図ー10は米国のミセスサイズ14に相当する彼tjfi，j'法
にシステム操作変数POをセ y卜したときのンステムから
の出力である。
図1は米国のジュニアサイズ9に，図-12は米閣の少
女サイズ7に相当するようセ y トした場合のシステムか
らのtH力である。
図-10，1， 12では システム操作変数民のみ変化させ，
Card( PO )等.他の システムパラ メ-1は全て不変にし
である。
図-5 The Second Input Phase of the Contl'ol 
Point for the Garment Figures: An exa・
mple of the I11ustration and Positions for 
Taking Front Bodice Measurements， 
図-7 I11uetration of the Position in Taking 
the Shouldcr Pitch Measurement 
( 7 ) 
図-4 The First Input Phase of the Control 
Points for the Garment Figures. 
図-6 The Second Input Phase of the Control 
Points for the Garment Figures:An exa-
mple of the IIIustration and Positions for 
Taking Back Bod ice Measu rements. 
図-8 I11uslration of the Position in Tak ing 
the Width between the Shoulder Blades 
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図-9 Ilustration of the Position 
図ー1 CAPS-80 Output for a JUNIOR SIZE 
SI ZE 9 used in U. S. A. 
実験の 考察
実験は極めて限られた範囲でしかおこなっていないが
実験をおこなった範関内では，いずれも入力した基準点
列に則した形状を持った被服型紙が得られた。実験仰j数
が十分に多 くないので直ちに結論はだせないが，ライン
タイプとインンデンスは，実験の範囲内では入力された
基当量点列のいずれに釘いても変更の必要性が認められな
かった。したがって身頃原型については，理論的な関係
がほぼ成立していると考えられる。しかしながら実寸大
のシステム出カに基づく評悩.たとえばホゆるみ最"の
sIi! 
(8 ) 
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図-10 CAPS-80 Output for a MISSES' 
SIZE 14used in U. S. A. 
図-12 CAPS-80 Output fo a GIRL'S 
SIZE 7 used in U. S. A. 
評価はまだ尖験をおこなっていないので最終的な検討は，
今後の研究で明らかにしてゆきたい。
コンビュータ ・ンステムの作図性能は，現在のところ
システムに組込まれた作図演算子とその組合せに依存し
ている。身頃原型についてはCAPSシステムでの経験
を活かしてCAPS-80システムでこの問題に対処した。
なおこのシステムは被服構成のための計測実験システ
ムにサブシステムとして編入し，被服構成のいろいろな
場面で，このンステムを線動させ，システムの性能の向
とを計りその成栄を別の機会に発表したいと与えている。
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総 括
(1) 被服寸法が設定される過程における被服デザイナ
ーの作業を機能的観点から分析した。
(2) その結果.着用J号の身体に基づいて定まる被服寸
法，被服の機能特性.から定まる被服寸法.およびl!.ぼ的
観点から定まる被服寸法の3組類の被服寸法の基本的必
定法準に分解された。
(3) また被服、j法の設定過程は基本的にはJ立思決定シ
ステムに相当する作業から精成されており，被}jfl.~J~理
翁に被服デザイナーによる実験的操作を狩人する必要性
を認めた。
(4) そ二で， この被服民主計に伴う怠思決定システムの
形式化を被服図形を記述する基底接続代数系を)/，;に与え
た。
(5) それらの結米;は.忠:思決定システムをコンピュ-
7を中心としたシステムで進行できるシステム ・モデル
て・もあった。
(6) 被服デザイナ がーおこなう絞}lfl..t法設定に伴う立
思決定過粍を， (5)で外られたシステムの私態進移として
形式化するニとができた。
(7) これらのi!l!~~を法にコンビュータ ・ システム CA
PS-80を設計した。
(8) CAPS-80を用いて基準点列 POのみを変動さ
せて，他のシステム状態変歓を評価する実験をおこなっ
た。
(9) 実験結果はノド，S文の座泌をはぽ験証できるもので
あった。
(10) ヒ述したよ うに対J型被服-t法設定システムを83
u十した。
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Summary 
This paper de自nestke functional elements in日ttingproblems of a garment and then describes the computer decision 
model of the dimenslons in garments using the basic theory of synthesizing pattern.design 
The first step in producing a garment is the creatton of the deslgn and the construction of patterns for the compo. 
nents in the design. One of the main cosideratlOns when planning clothlOg production is the necessity of obtaining 
accurate patterns from which to cut garments. Block pattern construction is the technique employed to apply measure. 
ments in two dimensions in such a way that the shape so produced in three dimensions describe the size， shape and 
stance to be titted. Therefore， block patterns should include information relating to the shape includlOg any ease， tol. 
eranc巴andincrement in lhe form of darts which represent the third dimensions 
( 9 ) 
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One of the increasingly significant problems facing the apparel designers of today is the timely and accurate descrip-
tion of the apparel design process. The lack of a basic theory of the apparel design is often cited as partialy respon-
sible for the absence of systematization and overall order in the apparel manufacturer's operations 
Essential to successful clothing construction depends upon the wearer reaction to the apparel designer's finished 
product. People generally expect th町 clothingto provide comfort， conformity and creativity. Comfort in clothing 
helps the wearer to fel physically and socia1ly at ease. The factor most ofton associated with comfort is fit -and 
closely a1Iied to自tis appearance. Much of the personal satisfaction with clothes de開ndson the way they自t.Unless 
one can visualize garment fit， itis di伍cultto select a pattern and material that wil be both fashionable and flattering 
Comfort and adaptability to the activities of the wearer are achieved through well-fitted cloth巴s. So it is important to 
realize that the clothing and the spacing between the body and clothing modify the heat regulating function of the skin 
Diffiαlties encountered in clothing construction are attributed more often to poor fit than to any other cause. How 
is cloth made to fit the加dyshape? It託emnatural to believe that simply placing the cloth on the自gure-a real one 
or a duπlIDY -cutting here， folding there， pinning and clipping -is the easiest way. This method is called draping. 
It requires more practice and skil th加 anyother method but permits the gr回 testfreedom in designing. Therefore， 
many of the industrial and commercial patterns are developed from copies of such draped models 
In a factory， an up-to-date master pattern may be developed by draping on the model， by drafting from a set of 
measures， or by modifying patterns on hand. 
In draping， a flat piece of cloth over the free-form surface of the human body， the designer is forced to recognize the 
presence of dr∞ping folds. In cutting a blouse on the form， excess fabrics iscut of. Draping is free-hand work de-
pending largely on the eye and the skil of the dressmaker. 
One can readily seen then draping is a continuous process of decision making-decisions that det疋rminewhether a 
balanced set of measurements has been taken. The next decision involves whether the fabric need the functional 
description and on goes the process until the garment is completed. Each time a decision is made， another approaches 
And each action after the decision creates new conditions for another decision. Therefore the bases for the decisions 
in draping is to determine an a1Iowance of material at certain body points 
The sophistication of such a decision is determined by functional inference from every apparel. For the purpoes of 
our abstraction， the three basic functional elements in determining the dimensions andjor the erase of a garment was 
extracted from the design criteria discrived above， (1) Decisions influenced by the human form， (2) Decisions influenced 
by the clothing utility， (3) Decisions influenced by the personal flattery. The relations among various apparel design 
process is governed by these basic functional elements. This diagnostic process may serve a model of decision-making 
system in determining the demention in garment. 
A formalism and computer model capable of representing this design prices ispresented. Computer d悦 isionmodel 
was developed to the decision process descrived above on the bases of the theory of synthesizing pattern-design and 
tested on the disk-top graphic computer system. 
Information for testing this model was obtain from the basic sloper design process. In this model， ithas been shown 
that the behavior of functions wil depend on certain primitive， basal conditions each of which can assume a set of 
values. This is in accord釦 cewith experience 
(10) 
